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ビスイソニトリルは分子内に二つのイソシアノ基をもち、二点で同時に反応を行うことができる

ため、環状分子やポリマー、オリゴアレーンの合成に有用である。従来、これらビスイソニトリル

は対応するジアミン由来のホルムアミドの脱水反応を用いて合成されてきた。しかし、脱水剤とし

て有毒な POCl3を化学量論量必要とし、適用可能な官能基にも制限があるため、安全性や汎用性な

どの観点から優れた触媒的合成法の開発が求められていた。当研究室では、これまでに Ag触媒を

用いたベンジル位イソシアノ化反応の開発に成功している[1]。最近、この知見を基に、アリールジ

メタノール由来のビスリン酸化合物 1 に対する、触媒的二重イソシアノ化反応の開発に成功した。 

複数の芳香環が連なったポリアレーンは長いπ共役系を有するため、特異な光学特性、電子特性

を有し、有機分子材料としての応用が期待されている。構造中に電子豊富なアゾール類を組み込む

と、その性質に変化を与えることができ、魅力的な材料候補となる。このような含アゾールポリア

レーンは、従来、遷移金属触媒を用いたカップリング反応により合成されてきた。しかし、カップ

リングに適した反応点をもつ基質を合成する必要があること、芳香環を一つずつ繋いでいく段階的

な反応になることなど、改善すべき点が多い。El Kaim, Grimaud らは、ベンジルイソニトリルとハ

ロゲン化ベンゾイルとの 1,1-付加反応と続く環化反応により、2,5 位に芳香環の置換したオキサゾ

ールが 1段階で合成されることを報告した[2]。本条件に基づき、ビスイソニトリル 2を用いて反応

を試みたところ、二つのオキサゾールを構造中に含むペンタアレーン化合物 (POPOP) 3 を一挙に

構築することに成功した。
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